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社説 iki shinpou

秋
の
火
災
予
防
運
動
は

「
１
１
９
番
の
日
」
か
ら

　
先
週
末
は
、
西
日
本

を
中
心
に
冷
え
て
11
月

中
旬
か
ら
下
旬
並
み
の

空
気
の
冷
た
さ
の
所
が

多
く
な
り
、
土
日
の
朝

晩
は
こ
の
秋
一
番
の
冷

え
込
み
に
な
っ
た
と
こ

ろ
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

本
市
で
も
朝
晩
は
だ
い

ぶ
冷
た
さ
が
意
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
上
着

が
必
要
な
頃
に
な
っ
て

き
た
。
特
に
日
曜
日
の

夜
の
雨
は
冷
た
く
感
じ

ら
れ
、
傘
を
忘
れ
た
こ

と
が
非
常
に
悔
や
ま
れ
る
程
だ
っ

た
。

　
季
節
が
秋
か
ら
冬
に
移
り
始
め

て
い
る
頃
と
さ
れ
る
「
立
冬
」
が

七
日
に
過
ぎ
た
が
、
そ
の
日
曜
日

の
雨
の
冷
た
さ
に
近
づ
く
冬
の
足

音
が
実
感
さ
れ
、
近
畿
地
方
で
は

先
月
29
日
、
冬
型
の
気
圧
配
置
が

強
ま
り
、
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
と

い
う
木
枯
ら
し
１
号
の
ニ
ュ
ー
ス

も
届
い
た
。
来
年
の
正
月
用
・
お

年
玉
付
き
年
賀
は
が
き
の
販
売
も

始
ま
っ
た
。
こ
う
な
る
と
今
年
も

早
い
も
の
で
残
す
と
こ
ろ
１
ヵ
月

と
20
日
あ
ま
り
で
あ
る
。

　
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
ス
ト
ー

ブ
、
電
気
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
、
あ
ま
り
早
く
か
ら
使
い
た

く
は
な
か
っ
た
が
、
最
近
は
北
回

り
の
風
が
吹
き
冷
た
く
感
じ
る

日
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
つ

い
に
先
日
、
エ
ア
コ
ン
を
暖
房

に
切
り
替
え
て
使
い
始
め
た
。
電

気
ス
ト
ー
ブ
も
用
意
し
な
く
て
は

と
思
っ
て
い
る
も
の
の
、
す
で
に

使
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
か
。

　
今
年
の
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
が
「
1
1
9
番
の
日
」
の
今

日
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
1
週

間
、「
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行

か
な
い
　
離
れ
な
い
」
を
標
語
に

実
施
さ
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
火

災
予
防
週
間
の
頃
か
ら
、
壱
岐
で

も
木
枯
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ

う
な
北
寄
り
の
冷
た
い
季
節
風
が

強
く
吹
い
て
、
シ
ケ
模
様
の
日
が

多
く
な
り
だ
し
、
空
気
が
乾
燥
し

て
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と

な
る
。
そ
の
予
防
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
、

一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
対
す

る
意
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
火

災
に
よ
る
悲
惨
な
事
態
や
貴
重
な

財
産
の
損
失
を
防
ぎ
、「
火
災
に

強
い
街
づ
く
り
」
を
と
展
開
さ
れ

る
。

　
最
近
久
し
ぶ
り
に
乗
用
車
か

ら
、
火
が
つ
い
た
タ
バ
コ
を
ポ
イ

捨
て
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
を
見
か
け

た
。
歩
行
中
に
火
が
つ
い
た
タ
バ

コ
を
ポ
イ
捨
て
し
た
人
も
見
か
け

た
。
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
止
め
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。
加
え
て
た
き
火
や
野
焼
き

な
ど
も
火
災
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
そ

の
標
語
の
通
り
、
火
の
始
末
に
は

十
二
分
に
注
意
す
る
こ
と
が
、
望

ま
れ
て
い
る
。

　
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
各
家
庭
で
も
▽
家
の
周
り

に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
▽
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
な
ど
し
な
い
▽
子
ど
も
を

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な

い
▽
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
▽
ス
ト
ー

ブ
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け

な
い
―
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
火

災
予
防
に
努
め
た
い
。

　
火
災
で
は
、
一
瞬
に
し
て
尊
い

命
や
財
産
を
失
う
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
運
動
の
期
間
中
だ
け
で
な
く
、

市
民
総
参
加
で
防
火
へ
の
意
識
を

高
め
、
そ
の
発
生
を
防
ぎ
た
い
。

□
訂
正

◎
工
事
入
札

男
女
78
人
が
出
場

会
長
杯
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権

表彰状を練習で披露
文科省生涯スポーツ優良団体

壱岐ジュニアランナーズ

賞状を中心に写真に写る参加者

◎
忌
明
寄
付

（
敬
称
略
）

○
お
た
ん
じ
ょ
う

慶
　
　
弔

（
10
月
29
日
～
4
日
　
届
け
出
分
）

市
関
係
者
と
全
国
壱
岐
人
会
首
脳

壱
岐
市
活
性
化
で
サ
ミ
ッ
ト
開
催

東
京
壱
岐
雪
州
会
会
長　

牧
山
康
敏

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
な

る
陸
上
競
技
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
と
体
力
、

競
技
力
の
向
上
め
ざ
し
て
昭
和

63
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
壱
岐

ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
ナ
ー
ズ
（
西
雪

晴
代
表
）
は
文
部
科
学
省
か
ら

本
年
度
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良

団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
表
彰
式
は
先
月
５
日
、
東
京

で
行
わ
れ
た
が
、
野
田
内
閣
の

改
造
に
よ
り
、
新
文
部
大
臣
に

田
中
眞
紀
子
衆
院
議
員
が
就
任

し
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
状
が
受

賞
式
に
間
に
合
わ
ず
、
10
月
30

日
に
届
き
、
翌
11
月
１
日
に
郷

ノ
浦
町
、
大
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

午
後
７
時
か
ら
行
わ
れ
た
ジ
ュ

ニ
ア
ラ
ン
ナ
ー
ズ
の
練
習
で
、

メ
ン
バ
ー
の
子
ど
も
た
ち
に
披

露
さ
れ
た
。

　
西
代
表
は
受
賞
に
つ
い
て
、

「
26
年
前
に
長
嶋
清
亮
先
生
が

中
心
と
な
り
発
足
し
た
こ
の
ラ

ン
ナ
ー
ズ
が
、
多
く
の
人
た
ち

の
協
力
を
得
て
こ
こ
ま
で
こ
れ

た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
表
彰
を
機
に
、
気
持
ち
も

新
た
に
一
層
頑
張
っ
て
、
活
動

が
長
く
続
い
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
て
く

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
な
ど

と
話
し
た
。

　
第
24
回
会
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
が
４
日
、
郷
ノ

浦
町
、
大
谷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

男
女
78
人
が
出
場
し
て
ダ
ブ
ル

ス
で
行
わ
れ
た
。
大
会
の
主
な

成
績
は
次
の
通
り
。

▼
男
子
▽
優
勝
＝
深
見
雄
大
・

野
口
大
介
（
連
盟
）
▽
準
優
勝

＝
竹
藤
大
樹
・
浦
川
大
輔
（
壱

岐
高
）
③
佐
野
宏
紀
・
山
内
偉

君
（
連
盟
）、
長
岡
達
也
・
濱

田
直
樹
（
同
）

▼
女
子
▽
優
勝
＝
寺
田
幸
恵
・

小
金
丸
久
美
子
▽
準
優
勝
＝
川

上
昌
子
・
山
口
真
優
▽
③
藤
嶋

光
信
・
市
岡
恵
子
（
以
上
、
連

盟
）、
永
岡
侑
華
・
山
下
眞
智

子
（
壱
岐
高
）

　
壱
岐
市
や
県
、
各
地
区
壱
岐

人
会
関
係
者
に
よ
る
『
壱
岐
市

活
性
化
サ
ミ
ッ
ト
』
が
１
０
月

２
７
日
、
東
京
で
開
か
れ
、
活

発
に
意
見
交
換
し
た
。
こ
の
サ

ミ
ッ
ト
は
、
壱
岐
市
を
活
性
化

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

に
つ
い
て
話
し
合
う
も
の
で
、

平
成
２
１
年
か
ら
始
め
て
今
回

が
３
回
目
（
２
３
年
は
休
止
）

と
な
る
。
東
京
壱
岐
雪
州
会
総

会
時
に
併
せ
て
毎
回
実
施
。

　
会
議
に
は
白
川
博
一
壱
岐
市

長
、
長
嶋
立
身
壱
岐
市
観
光
協

会
長
、
久
村
豊
彦
長
崎
県
壱
岐

振
興
局
長
、
幡
鉾
賢
輔
福
岡
壱

岐
の
会
会
長
、
立
石
英
隆
関
西

壱
岐
の
会
会
長
、
永
田
強
東
海

壱
岐
の
会
会
長
、
山
内
賢
明
東

京
壱
岐
雪
州
会
名
誉
会
長
、
牧

山
康
敏
同
会
長
、
坂
井
伸
州
同

副
会
長
、
万
谷
正
同
副
幹
事
長

の
１
０
人
が
参
加
し
た
。

　
会
義
は
牧
山
東
京
壱
岐
雪
州

会
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
ま

ず
白
川
市
長
か
ら
壱
岐
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
基
調
報
告
。
市

長
は
「
離
島
振
興
法
の
１
０
年

延
長
が
決
ま
っ
た
が
、
こ
れ
を

如
何
に
活
用
す
る
か
が
問
題
」

と
し
た
上
で
、
重
要
離
島
に
壱

岐
を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
必
要

と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
壱
岐
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
は
一

段
落
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や

遠
隔
地
医
療
、
防
災
対
策
、
勝

本
港
の
整
備
、
企
業
誘
致
な
ど

へ
の
取
り
組
み
も
課
題
と
し
た
。

　
久
村
振
興
局
長
は
県
の
地
域

振
興
策
の
目
玉
で
あ
る
「
が
ん

ば
ら
ん
ば
地
域
」
（
１
億
円
支

援
事
業
）
政
策
候
補
地
に
今
年

度
は
壱
岐
が
候
補
に
残
っ
て
い

る
と
し
て
、
実
現
に
意
欲
を
見

せ
た
。
長
嶋
観
光
協
会
長
は
観

光
関
連
諸
団
体
の
一
元
化
を
実

現
し
た
と
報
告
、
２
５
年
４
月

に
は
組
織
の
一
元
化
も
図
る
と

述
べ
、
受
け
入
れ
体
制
の
強
化

に
取
り
組
む
考
え
を
示
し
た
。

　
ま
た
出
席
者
か
ら
は
離
島

振
興
法
延
長
に
よ
る
恩
恵
や

市
長
が
提
唱
す
る
『
６
次
産

業
化
』
へ
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。
離
島
航
路
の
運
賃
問
題
、

さ
ら
に
こ
の
会
議
を
受
け
て

「
壱
岐
市
で
も
是
非
実
現
に
努

力
す
る
よ
う
」
求
め
る
指
摘

も
あ
っ
た
。
活
性
化
策
の
具

体
案
も
提
起
さ
れ
、
そ
の
中
で

地
方
の
特
色
や
良
さ
に
つ
い
て

「
地
元
の
人
が
も
っ
と
地
元
を

よ
く
知
り
、
気
付
く
こ
と
の
大

切
さ
」
を
強
調
す
る
意
見
、
博

多
な
ど
で
の
壱
岐
へ
の
航
路
案

内
の
整
備
、
街
並
み
の
保
護
・

整
備
、
さ
ら
に
は
個
人
観
光
客

の
壱
岐
で
の
移
動
手
段
（
車
）

の
確
保
を
求
め
る
意
見
な
ど
多

様
且
つ
有
意
義
な
考
え
が
示
さ

れ
た
。

　
こ
う
し
た
会
議
を
通
じ
て
示

さ
れ
た
考
え
を
今
後
、
壱
岐
市

の
行
政
や
関
連
団
体
が
如
何
に

本
気
で
検
討
す
る
か
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド【
11
日
】

▽
前
号
１
面
、
本
市
戦
没

追
悼
式
・
慰
霊
祭
の
記

事
中
、
参
列
者
数
は
約

５
０
０
の
人
の
誤
り
で
し

た
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

▽
前
号
３
面
、
さ
わ
や
か

混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

の
記
事
中
、
指
揮
者
の
境

厚
子
さ
ん
、
伴
奏
の
市
山

昭
子
さ
ん
と
松
井
ゆ
い
子

さ
ん
の
名
前
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

▼
郷
ノ
浦
町
▽
平
田
石
油

▼
勝
本
町
▽
町
田
石
油

▼
芦
辺
町
▽
川
添
石
油
▽
大
阪

屋
石
油

▼
石
田
町
▽
松
屋
石
油

▽

刈

田

院

地

区

付

帯

＝

１
２
、
８
０
５
、
０
０
０
円
・

（
株
）
大
芳
建
設

▽
郷
ノ
浦
町
麦
谷
触
、
西
考

春
（
亡
母
・
ラ
ク
）
・
市
社
協

郷
ノ
浦
事
業
所
、
麦
谷
触
会
、

同
老
人
会
、
宇
土
公
民
館
、

渡
良
地
区
遺
族
会
へ

▽
芦
辺
町
芦
辺
浦
、
坂
本
純

代
（
亡
夫
・
金
敏
）
・
市
社
協

芦
辺
事
業
所
、
芦
辺
浦
会
、

芦
辺
浦
東
本
町
町
内
会
、
壱

岐
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
箱
崎
諸
津
触
、
浦

川
嘉
勝
（
亡
母
・
マ
イ
ト
）
・

市
社
協
芦
辺
事
業
所
、
箱
崎

諸
津
公
民
館
、
同
老
人
ク
ラ

ブ
へ

▽
石
田
町
湯
岳
射
手
吉
触
、

福
山
清
満
（
亡
母
・
ト
メ
子
）・

市
社
協
石
田
事
業
所
、
射
手

吉
公
民
館
、
湯
岳
老
荘
会
へ

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
坂
口
蒼
伊
（
あ
お
い
）
ち
ゃ

ん
／
圭
太
・
東
触

▽
長
島
楓
花
（
ふ
う
か
）
ち
ゃ

ん
／
賢
一
・
釘
山
触

▽
平
田
優
月
（
ゆ
づ
き
）
ち
ゃ

ん
／
響
子
・
片
原
触

【
勝
本
町
】

▽
山
口
晴
瑠
摩
（
は
る
ま
）
ち
ゃ

ん
／
祐
二
・
大
久
保
触

▽
川
村
凱
良
（
が
い
ら
）
ち
ゃ

ん
／
竜
佑
・
本
宮
東
触

【
芦
辺
町
】

▽
平
田
紫
郎
（
し
ろ
う
）
ち
ゃ

ん
／
博
昭
・
諸
吉
東
触

▽
坂
井
妙
絆
（
た
き
）
ち
ゃ
ん

／
優
介
・
国
分
川
迎
触

【
石
田
町
】

▽
吉
富
蒼
空
（
そ
ら
）
ち
ゃ
ん

／
健
太
・
石
田
西
触

●
お
く
や
み

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
増
田
美
恵
子
さ
ん
（
84
）
本

村
触

▽
若
村
房
惠
さ
ん
（
88
）
本
村

触▽
八
藤
ハ
ツ
ノ
さ
ん
（
92
）
小

牧
東
触

▽
岩
崎
コ
ヅ
ル
さ
ん
（
86
）
物

部
本
村
触

▽
豊
永
紀
美
子
（
65
）
さ
ん
東

触▽
川
本
マ
サ
ノ
さ
ん
（
90
）
志

原
西
触

【
勝
本
町
】

▽
立
石
賢
治
さ
ん
（
80
）
東
触

【
芦
辺
町
】

▽
寄
門
正
利
さ
ん
（
82
）
国
分

本
村
触

▽
西
タ
ツ
子
さ
ん
（
84
）
深
江

本
村
触

▽
中
野
彌
市
さ
ん
（
93
）
深
江

栄
触

▽
久
保
倉
臣
さ
ん
（
81
）
湯
岳

興
触


